
　「
工
業
高
校
生
の
専
門
的
職
業
人
と
し
て

必
要
な
資
質
・
能
力
の
評
価
手
法
の
調
査

研
究
」
は
、
２
０
１
３
〜
15
年
度
、
文
部

科
学
省
「
高
等
学
校
に
お
け
る
多
様
な
学

習
成
果
の
評
価
手
法
に
関
す
る
調
査
研
究

の
支
援
を
受
け
て
研
究
を
継
続
し
て
い
る
。

研
究
を
主
導
し
て
き
た
西
尾
正
人
校
長
は
、

４
年
間
の
成
果
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
工
業
高
校
で
は
、
安
全
管
理
や
創
造
性

な
ど
、
科
の
特
性
に
応
じ
た
工
業
人
と
し

て
の
専
門
能
力
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

そ
の
内
容
は
、
教
師
と
し
て
の
経
験
に
基

づ
い
た
暗
黙
知
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、

ど
の
よ
う
に
指
導
す
れ
ば
生
徒
の
資
質
・

能
力
が
伸
び
る
の
か
と
い
う
点
で
明
確
な

答
え
は
持
て
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回

の
研
究
を
通
し
て
、
工
業
人
に
必
要
な
資

質
・
能
力
は
何
か
、
そ
れ
を
伸
ば
す
た
め

に
は
ど
の
よ
う
な
指
導
お
よ
び
評
価
方
法

が
望
ま
し
い
の
か
と
い
う
道
筋
を
見
い
だ

し
、
各
科
共
通
の
指
標
を
開
発
で
き
た
こ

と
は
、
大
き
な
成
果
と
捉
え
て
い
ま
す
」

　
研
究
で
は
、
管
理
職
、
分
掌
長
、
各
科

の
代
表
者
に
よ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

を
設
け
、
電
気
科
の
橋
本
正
裕
先
生
を
中

心
に
、
ま
ず
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
素
案
を
作

成
し
た
。
そ
の
過
程
は
試
行
錯
誤
の
連
続

だ
っ
た
と
、
橋
本
先
生
は
振
り
返
る
。

　「
関
連
が
あ
り
そ
う
な
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

し
た
り
、
大
学
の
評
価
事
例
を
参
考
に
し

た
り
し
な
が
ら
、『
資
質
・
能
力
』
と
い
う

言
葉
の
意
味
自
体
を
掘
り
下
げ
て
い
く
と

こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
た
」

　
卒
業
生
の
多
く
が
地
域
産
業
の
担
い
手

事
業
」（
＊
）
の
委
託
を
受
け
た
公
益
社
団

法
人
全
国
工
業
高
等
学
校
長
協
会
が
、
全

国
11
校
の
研
究
実
践
校
と「
専
門
科
目
」「
実

習
・
課
題
研
究
」「
地
域
連
携
」
の
３
分
野

で
調
査
研
究
を
行
っ
た
も
の
だ
。
仙
台
市

立
仙
台
工
業
高
校
は
、「
実
習
・
課
題
研
究
」

分
野
で
の
評
価
手
法
の
開
発
に
取
り
組
み
、

文
部
科
学
省
の
事
業
終
了
後
も
、
同
協
会

と
し
て
活
躍
す
る
た
め
、
同
校
に
求
人
票

を
出
す
地
元
企
業
に
、
生
徒
に
身
に
つ
け

て
ほ
し
い
資
質
・
能
力
を
調
査
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。
そ
の
上
で
、
経
済
産

業
省
の
『
社
会
人
基
礎
力
』
の
12
の
能
力

要
素
を
参
考
に
、
８
つ
の
資
質
・
能
力
評

価
項
目
を
策
定
し
、
３
段
階
の
評
価
基
準

と
そ
こ
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
（
規
準
）
を
入

れ
た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
完
成
さ
せ
た
。

　
14
年
度
は
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
活
用
し

た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
を
、
電
気
科
１

宮城県・仙台市立仙台工業高校の研究実践

資質・能力の育成に
つながる指導方法と
評価手法を開発

仙台市立仙台工業高校では、２０１３年から、
「工業高校生の専門的職業人として必要な資質・能力の

評価手法の調査研究」に取り組んできた。
生徒の資質・能力を測るルーブリックの開発、
指導方法と評価手法の構築・効率化まで、

４年間の研究で大きな成果を上げ、
生徒自身も自分の成長を実感できている。

「
資
質
・
能
力
」
と
は
何
か
を

模
索
す
る
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
活
用
し
た

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
を
実
践

＊　高校教育で生徒が身につけるべき幅広い資質・能力を多面的に評価する手法の研究を行い、その成果を普及
していくことで高校教育の質保証に向けた取り組みを推進することを目的とした事業。2015 年度には 15団体
の事業成果が公表された。

仙
台
市
立
仙
台
工
業
高
校

三
浦

　智
　み
う
ら
・
さ
と
し

教
職
歴
14
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年

目
。
電
気
科
長
。「
生
徒
の
個
性
に
合
わ

せ
、
意
欲
と
希
望
を
育
ん
で
い
き
た
い
」

仙
台
市
立
仙
台
工
業
高
校

菊
地
雅
彦
　き
く
ち
・
ま
さ
ひ
こ

教
職
歴
26
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
16
年

目
。
機
械
科
長
。「
人
や
物
事
の
結
び
つ

き
を
考
え
ら
れ
る
人
を
育
て
た
い
」

仙
台
市
立
仙
台
工
業
高
校

橋
本
正
裕
　は
し
も
と
・
ま
さ
ひ
ろ

教
職
歴
17
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
14
年

目
。
進
路
指
導
部
。
電
気
科
。「
夢
に
向

け
て
努
力
を
続
け
る
生
徒
を
育
て
た
い
」

仙
台
市
立
仙
台
工
業
高
校
　校
長

西
尾
正
人
　に
し
お
・
ま
さ
と

教
職
歴
36
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年

目
。「
創
意
を
形
に
で
き
る
技
術
の
修
得

と
夢
の
実
現
に
つ
な
が
る
学
校
づ
く
り
」

＊プロフィールは２０１７年３月時点のものです

48 Apr i l  2017

Q7-053-00 2017 年度 VIEW21 高校版４月号 48 頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校

03/17
南部

念
校

03/29
池田 - -/-

- - -/-
- - -/-

-
P48-51_view21koukou-4g.indd   48 17/03/29   15:26



年
次
の
「
電
気
実
習
」
で
試
行
し
た
。

　
評
価
規
準
を
明
確
に
し
た
こ
と
で
、
複

数
の
教
師
が
同
じ
観
点
で
評
価
で
き
た
だ

け
で
は
な
く
、
生
徒
に
も
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

を
事
前
配
布
し
た
こ
と
で
、
目
標
を
達
成

す
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
を
主

体
的
に
考
え
る
姿
勢
も
見
ら
れ
た
。
し
か

し
、
取
り
組
む
内
容
が
決
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
多
い
授
業
で
も
あ
り
、
生
徒
が
自

ら
考
え
て
行
動
す
る
要
素
が
少
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
評
価
を
行
う
授
業
を
十
分
検
討
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
反
省
も
残
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
15
年
度
は
、
電
気
科
２
年
次

の
同
じ「
電
気
実
習
」の
授
業
で
は
あ
る
が
、

３
年
次
に
行
う
「
テ
ク
ノ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

（
近
隣
団
地
で
高
齢
者
宅
の
電
気
工
事
を
行

う
活
動
）
の
準
備
と
し
て
、
実
際
の
電
気

工
事
作
業
を
行
う
と
い
う
課
題
に
グ
ル
ー

プ
で
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

　
前
年
度
と
同
様
に
、
生
徒
に
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
を
配
布
し
、
自
分
の
目
標
と
す
る
レ
ベ
ル

を
設
定
さ
せ
た
。
続
い
て
、
事
前
検
討
会

を
行
い
、
必
要
な
工
具
や
訪
問
時
の
マ
ナ
ー

な
ど
に
つ
い
て
課
題
を
ま
と
め
、
実
践
的
な

電
気
工
事
作
業
に
取
り
組
ん
だ
。
こ
の
間
、

教
師
は
生
徒
の
議
論
す
る
姿
や
作
業
の
様

子
を
見
な
が
ら
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
を
行

い
、
生
徒
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
た
。

　
２
年
次
で
は
、
課
題
解
決
型
授
業
に
し

た
こ
と
で
、
生
徒
の
目
標
に
対
す
る
意
欲

が
よ
り
高
ま
る
な
ど
の
成
果
が
得
ら
れ
る

一
方
で
、
前
年
度
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
、

教
師
に
よ
る
評
価
の
ぶ
れ
と
い
う
新
た
な

課
題
も
出
て
き
た
。
例
え
ば
、「
主
体
性
」

で
は
、
教
師
が
生
徒
の
ど
の
行
動
を
重
視

す
る
か
に
よ
っ
て
評
価
が
異
な
っ
て
い
た
。

電
気
科
長
の
三
浦
智
先
生
は
次
の
よ
う
に

説
明
す
る
。

　「
電
気
科
だ
け
で
な
く
、
ほ
か
の
３
つ
の

科
で
も
活
用
で
き
る
よ
う
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

に
汎
用
性
を
持
た
せ
る
改
訂
を
し
た
こ
と

が
、
同
じ
項
目
で
も
教
師
に
よ
っ
て
評
価

が
異
な
る
要
因
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
精

緻
な
評
価
と
す
る
た
め
に
は
事
前
の
目
線

合
わ
せ
だ
け
で
な
く
、
一
つ
ひ
と
つ
の
評

価
項
目
に
つ
い
て
よ
り
細
か
い
指
標
を
設

け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
」

　
そ
こ
で
、
16
年
度
は
、
評
価
手
法
を
大

幅
に
改
訂
し
、
振
り
返
り
と
他
者
評
価
を

重
視
し
た
「
プ
ロ
グ
レ
ス
シ
ー
ト
」
を
開

発
し
て
４
年
目
の
研
究
に
臨
ん
だ
。
こ
れ

は
、
評
価
基
準
を
５
段
階
に
す
る
と
と
も

に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
評
価
が
で
き
る

よ
う
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
つ
け
る
な
ど
の
改
訂

を
加
え
た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
（
図
１
）
に
、

図１ ルーブリックとスマートフォンの評価画面

パフォーマンスシート右上のＱＲコードをスマートフォ
ンで読み取ると、評価の入力画面が表示される（写真右）。
そこから評価を入力すると、リアルタイムでデータ分析
ができる。

＊学校提供資料をそのまま掲載

評
価
の
裏
づ
け
と
な
る
行
動
事
実
を

生
徒
自
身
が
記
述
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事
前
・
中
間
・
事
後
の
３
種
類
の
ア
セ
ス

メ
ン
ト
シ
ー
ト
（
図
２
）
を
セ
ッ
ト
に
し

た
も
の
だ
。
こ
の
シ
ー
ト
に
、
評
価
の
根

拠
と
な
る
具
体
的
な
行
動
事
実
を
、
生
徒

自
身
に
記
入
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

機
械
科
長
の
菊
地
雅
彦
先
生
は
次
の
よ
う

に
説
明
す
る
。

　「
当
初
は
、
教
師
が
生
徒
の
行
動
事
実
を

見
取
り
列
挙
し
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
そ

れ
で
は
際
限
が
な
く
な
る
と
考
え
、
逆
に

生
徒
が
書
い
た
も
の
を
参
考
に
し
よ
う
と

発
想
を
転
換
し
ま
し
た
。
生
徒
が
見
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
る
点
を
踏
ま
え
て
評
価

で
き
ま
す
し
、
生
徒
の
メ
タ
認
知
を
養
う

こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
」

　
ま
た
、
16
年
度
に
は
、
電
気
科
・
機
械

科
・
建
築
科
・
土
木
科
の
全
４
科
合
同
で
、

小
学
校
で
の
出
前
授
業
を
企
画
・
運
営
す

る
「
共
通
課
題
研
究
」
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
評
価
を
実
施
し
た
。
課
題
は
、
各
科
３

人
、
計
12
人
の
生
徒
が
２
つ
の
班
に
分
か

れ
、
近
隣
の
小
学
校
の
５
年
生
に
レ
ゴ
で

作
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を

し
て
動
か
す
授
業
を
通
し
て
、
も
の
づ
く

り
の
楽
し
さ
を
伝
え
よ
う
と
い
う
も
の
だ
。

　
生
徒
は
事
前
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
で

自
己
評
価
を
行
っ
た
後
、
班
ご
と
に
話
し

合
っ
て
指
導
案
を
作
成
し
、
２
つ
の
班
の

案
を
持
ち
寄
っ
て
共
通
の
指
導
案
に
ま
と

め
た
（
写
真
１
）。
指
導
案
が
で
き
た
と
こ

ろ
で
、「
中
間
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
」
に

班
活
動
を
通
し
て
の
自
己
の
変
容
を
記
入

し
、
そ
れ
を
基
に
教
師
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

を
も
ら
っ
た
。そ
し
て
、評
価
項
目
ご
と
に

次
の
目
標
を
設
定
し
、
出
前
授
業
当
日
に

向
け
て
班
ご
と
に
リ
ハ
ー
サ
ル
を
重
ね
た
。

　
出
前
授
業
は
、
５
年
生
５
ク
ラ
ス
を
１

ク
ラ
ス
ず
つ
、
２
班
が
交
代
し
な
が
ら
３

日
間
指
導
し
た
（
写
真
２
）。
最
初
に
Ａ

班
が
行
っ
た
授
業
で
は
、
説
明
が
多
す
ぎ

て
時
間
が
足
り
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
た
が
、
指
導
案
を
修
正
し
た
２
日
目

以
降
の
授
業
は
順
調
に
進
み
、
ロ
ボ
ッ
ト

相
撲
に
興
奮
す
る
児
童
の
歓
声
が
教
室
中

に
響
き
渡
っ
た
（
写
真
３
）。

写真1　第２回企画会議では、班ごとにまとめた企画案を互いに
発表し、実際に出前授業で行う内容を検討。各班の問題点や改善
点を議論し、１つの指導案にまとめた。

■事前アセスメントシート ■中間アセスメントシート

図２ 事前・中間・事後アセスメントシート

■事後アセスメントシート

生徒は、自分の行動を客観視してルーブリックのレベル評価を行い、評価の根拠となる具
体的な行動事実を記入する。教師はその評価に対してアドバイスと、次の活動で意識して
行動してほしいことを記入して、生徒にフィードバックする。

＊図はすべて学校提供資料をそのまま掲載
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生徒の声

　
16
年
度
の
評
価
の
結
果
を
見
る
と
、
生

徒
と
教
師
の
評
価
は
お
お
む
ね
一
致
し
、

生
徒
が
自
分
を
客
観
的
に
見
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、事
前
・
中
間
・

事
後
と
回
を
重
ね
る
ご
と
に
自
己
評
価
が

高
ま
り
、
学
び
が
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
く

様
子
も
見
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
事
前
評
価

で
「
発
信
力
」
を
レ
ベ
ル
２
と
し
、
行
動

事
実
に「
自
分
で
言
い
た
い
こ
と
は
分
か
っ

て
い
る
が
、
う
ま
く
相
手
に
伝
わ
ら
な
い
」

と
記
入
し
た
生
徒
が
、
中
間
評
価
で
は
レ

ベ
ル
３
と
な
り
、「
人
前
で
意
見
を
言
え
た

が
、
少
し
弱
い
部
分
が
あ
っ
た
」
と
分
析

し
て
い
た
。

　「
研
究
で
改
め
て
感
じ
た
の
は
、
生
徒

と
教
師
が
目
標
を
共
有
す
る
こ
と
の
大
切

さ
で
す
。
授
業
を
通
し
て
得
た
気
づ
き
や

課
題
を
共
有
し
な
が
ら
振
り
返
る
こ
と
で
、

生
徒
は
自
分
を
客
観
的
に
見
つ
め
直
し
、

次
の
行
動
目
標
を
立
て
て
意
識
的
に
活
動

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
生
徒
と
教
師
の

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
具
体
的
な
行
動
の
変

容
を
促
す
と
明
確
に
な
っ
た
こ
と
は
、
大

き
な
成
果
で
し
た
」（
橋
本
先
生
）

　
な
お
、
15
年
度
ま
で
は
、
教
師
が
用
紙

に
書
い
た
評
価
数
値
を
改
め
て
パ
ソ
コ
ン

に
入
力
し
て
集
計
し
て
い
た
が
、
16
年
度

は
、
同
じ
研
究
実
践
校
の
岡
山
県
立
倉
敷

工
業
高
校
の
取
り
組
み
を
参
考
に
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
デ
ー

タ
入
力
シ
ス
テ
ム
を
構
築
。
そ
れ
に
よ
り
、

オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
評
価
を
入
力
す
る
と
、

す
ぐ
に
評
価
結
果
が
集
計
さ
れ
る
だ
け
で

な
く
、
グ
ラ
フ
で
表
示
さ
れ
る
な
ど
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

　
生
徒
が
客
観
的
に
自
分
を
見
つ
め
る
こ

と
が
自
己
肯
定
感
の
醸
成
に
つ
な
が
る
と
、

西
尾
校
長
は
語
る
。

　「
日
々
の
学
習
で
の
自
身
の
成
長
を
実
感

で
き
る
場
面
は
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
あ
り
ま

せ
ん
。
自
分
を
客
観
的
に
見
つ
め
、
教
師

や
仲
間
の
評
価
を
受
け
る
こ
と
で
、『
み
ん

な
が
認
め
て
く
れ
る
』『
自
分
は
意
外
に
で

き
る
』と
い
う
自
信
を
深
め
る
契
機
に
な
っ

た
生
徒
も
多
い
と
思
い
ま
す
」

　
今
後
の
課
題
は
、
生
徒
の
変
容
を
把
握

す
る
た
め
に
、
継
続
的
に
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

を
用
い
た
評
価
を
実
践
す
る
体
制
を
築
く

こ
と
だ
。

　「
こ
の
４
年
間
の
研
究
は
、
次
期
学
習
指

導
要
領
の
答
申
の
内
容
に
つ
な
が
る
も
の

で
す
。
こ
の
成
果
を
定
着
・
発
展
さ
せ
る

と
と
も
に
、
通
常
授
業
や
課
外
活
動
な
ど

に
も
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」（
西

尾
校
長
）

写真２　出前授業で小学生に自己紹介をする緊張の面持ち
の生徒たち。リハーサルを重ね、小学校の校長や先生から
助言も受けていたが、時間が足りないというハプニングが
発生。機転を利かせて乗り切ったのもよい体験となった。

写真３　高校生が指導した内容は、相撲ロボットのプログ
ラミングなどで、要領をつかんだ児童たちは自ら改良を始
め、相手を探して対戦しては歓声を上げていた。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
評
価
と

デ
ー
タ
集
計
の
効
率
化
を
図
る

困った時は周りを頼ることも大切
Ａ班リーダー　機械科３年　斎

さい

藤
とう

恭
きょう

輔
すけ

さん

　私たちの班が最初に行った授業では、途中で時間が足り
なくなり、その場で内容を減らして乗り切りました。小学
生には、実際に手を動かした方が分かりやすいのだと感じ、
その後の授業では説明を短くし、実際にやってもらうようにすると、授
業がスムーズに進むようになりました。
　出前授業での活動を通して、自分が特に成長を感じたのは発信力です。
人に伝えることが苦手でしたが、リーダーとして小学生が分かりやすい
ように話さなければと意識したことで、伝える力がついたと思います。
また、いろいろな場面でメンバーに助けられたことも、よい経験になり
ました。困った時は周りを頼ることも大切で、それが一つの目標を達成
する力になることは大きな発見でした。

ルーブリックで自分の成長を実感
Ｂ班リーダー　電気科３年　石

いし

ケ
が

森
もり

俊
しゅん

太
た

さん

　最も難しかったのは、指導案の作成でした。小学生がプ
ログラミングの知識をどの程度持っているのか分からず、
授業の進め方を班でかなり話し合いました。Ｂ班は小学生
が分かりやすいよう簡単な活動を提案しましたが、Ａ班は限られた時間
の中で充実した体験をさせたいという考えだったので、意見のすり合わ
せに特に苦労しました。今回の活動は「資質・能力の育成と評価がねらい」
と先生から説明されていたので、私はすべての評価項目を上げようと意
識して取り組みました。リーダーとしての責任感を持ち、特に主体性が
大きく伸びたと感じています。ルーブリックがあることで、目標を高く
持つことができ、また、事前事後の自分自身の変化も実感できました。

宮城県・仙台市立仙台工業高校の研究実践

出前授業を振り返って

＊プロフィールは２０１７年３月時点のものです
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